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《数学科》

学びにつなぐ「数学的な見方・考え方」を働かせたカリキュラムデザイン(3年次）

ー振り返りを重視した数学的活動と学習評価を通して一

前原大知． • 島袋靖之＊ ・ 日熊隆則.. . 山城康―.. 

・琉球大学教育学部附属中学校 っ和求大学教育学部

I 主題設定の理由

生徒達がこれからの時代に求められる資質 ・能力を

身につけ、生涯にわたって能動的に学び続けるために

は、これまでの学校教育の菩禎を生かし、学びの質を

高める授業改善の取組を活性化していく必要があり、

「主体的 ・対話的で深い学び」の視点に立った授業改

善をより一層推進していくことが求められている。

新学習指導要領では、「見方 ・考え方」を働かせた学

習活動を通して、目標に示す賓質 ・能力の育成を目指

している。「見方・考え方」は、各教科の学習の中で働

き、鍛えられていくものであり、教科の特質に応じた

物事を捉える視点や考え方として整理されたことを踏

まえたものである。数学の学習においても、「数学的な

見方 ・考え方」を働かせながら、知識及ぴ技能を習得

したり、習得した知識及び技能を活用して探究したり

することによって、生きて働く知識となり、技能の習

熟 ・熟達につながる。それととともに、より広い領域

や複雑な事象をもとに思考 ・判断 ・表現できる力や、

自らの学びを振り返って次の学びに向かおうとするカ

などが育成され、このような学習を通して、「数学的な

・「数学的な見方 ・考え方」の見とりでは、単元の内容

や課題の設定によって評価しづらい状況が見られた。

・資質 ・能力の育成を目指すためには、定期テストや

パフォーマンス課題等の見直しを行う必要がある。

・全体の 63%の生徒が依然として「自分の考えを他の

人に説明したり、文章にまとめたりすることが難し

いと感じている。その具体的な要因について、生徒

の学習状況についての追跡調査を行いながら、実態

把握に努めていく必要がある。

今年度は前次研究の課題を踏まえ、学習評価の充実

を目指した実践研究を進めていきたい。そこで、「振り

返りを重視した数学的活動」を土台として、数学科に

おける資質 ・能力の評価に関する実践や取組を進めて

いきたい。

以上のことから、今年度は、振り返りを重視した数

学的活動を取り入れ授業実践とその活動における学習

評価を充実させることで、「数学的な見方 ・考え方」を

一陪深めていきたい。

見方 ・考え方」が更に豊かで確かなものとなってい< II *研究の目的

と考えられている。また、深い学ぴを実現するために 本研究は、振り返りを重視した数学的活動と学習評

は、「見方 ・考え方」を働かせることが重要になる叱 価を充実させることで、学びにつなぐ 「数学的な見方 ・

本校数学科では、総論の研究主題である「21世紀型 考え方」を深めることを目的とする。

思考力の育成一アクティブ ・ラーニングを通して一」

にむけ、 一昨年度から「学ぴにつなぐ数学的な見方 ・

考え方を働かせたカリキュラムデザイン」を主題とし

て、 1年次はICEモデルを取り入れた「主体的 ・対話

的で深い学び」の視点に立った実践、 2年次は振り返

りを重視した数学的活動を取り入れた実践研究を進め

てきた。以下の内容は、研究2年次の課題である(2)。

皿 目指す生徒像

振り返りを意識させることで、学ぴを実感したり、

知識 ・技能を習得したり、知識・技能を活用して

「見方 ・考え方」を深めたりしながら、自分の考えを

他の人に説明することができる生徒
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IV 研究内容

1 学びにつなぐ「数学的な見方・考え方」

(1) 学びにつなぐとは

根本(2014)は、数学の学習で、個々の知識を理解す

ることはもちろん大切だが、学習を通して「数学的な

見方 ・考え方」、「探究の仕方、学び方」など、その知

識を生み出してきた人間の智恵に触れ、学んだことが

どのように働くかという知識の獲得、創造に繋がる理

解が大切であるとしている。また、知識の獲得を、 自

ら租極的に求める行為とする学習活動の実現が期待さ

れており、数学を学ぶというより、「数学に学ぶ」とい

うのが適切である(3)としている。

本数学科では、数学そのものを経験できる場の設

定を意識した授業を行い、生徒達が本時で学んだこと

から新たな問いを見いだし、その問いを次時の学びに

活かし、主体的に問題を解決しながら「数学に学ぶ」

姿勢を培いたいと考える。

(2) 「数学的な見方・考え方」とは

新学習指導要領解説数学編では、「数学的な見方」と

は、「事象を数批や図形及びそれらの関係についての概

念等に着目してその特徴や本質を捉えること」であり、

また、「数学的な考え方」とは、「目的に応じて数、式、

図、表、グラフ等を活用しつつ、論理的に考え、問題

解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能を

関連付けながら、統合的 • 発展的に考えること」であ

る。以上のことから、「数学的な見方・考え方」は、「事

象を、数址や図形及びそれらの関係などに着目して捉

え、論理的、統合的 • 発展的に考えること」として整

理することができる(4)と示されている。

以上のことを踏まえ、本研究では、「数学的な見方 ・

考え方」を次のように捉え、単元指導計画の作成及び

授業実践につなげていく。

【数学的な見方】

・事象の特徴や本質を捉える

数最や図形に着目する、数や式で表現する、数献や

図形の関係に珀目するなど

【数学的な考え方】

・事象を論理的に考える

帰納的、類推的、演繹的に考えるなど

・事象を統合的に考える

関連付ける、既習の事項と結び付けるなど

・事象を発展的に考える

拡張する嘩応範囲を広げる）、粂件を変える、

新たな視点から捉え直すなど

2 振り返りを重視した数学的活動

(1) 「数学的活動」とは

新学習指尊要領解説数学編において、「数学的活動」

とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、

問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行すること

としている(5)。これは、「生徒が目的意識をもって主体

的に取り組む数学に関わりのある様々な営み」である

とするこれまでの意味をより明確にしたものである。

数学的に考える資質 ・能力を育成するには、数学的な

見方 ・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展

開することを一層重視しなければならない。新学習指

導要領では、数学的活動を次の三つの内容に整理して

しヽる。

ア日常の事象や社会の事象から問題を見いだし解決

する活動

イ数学の事象から問題を見いだし解決する活動

ウ数学的な表現を用いて説明し伝え合う活動

また、数学的活動として捉える問題発見 ・解決の過

程（図 1)には、 二つの過程を考えることができる。一つ

は、日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数学的に

表現 ・処理し、問題を解決し、解決過程を振り返り得

られた結果の意味を考察する過程（左回り）であり、もう

一つは、数学の事象から問題を見いだし、数学的な推

論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振

り返って統合的 •発展的に考察する過程（右回り ）である。

これら二つの過程は相互に関わり合って展開される。

-鼻ー 箕数・数学の問題発見・解決の過程 l 
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図1 数学的活動における学習過程のイメージ(6)

- 30 -



(2) 「振り返る活動」とは

根本(2014)は、自分の中で起こっているコミュニケ

ーションも大事なことで、指導者がこれに注意を向け

ないなら、結果が「合っているかどうか」を見るだけ

になってしまい、「人を育てる」ことには到底達し得な

いものと考える(7)としている。学びにつなぐ「数学的

な見方 ・考え方」をはぐくむためには、学習を振り返

り、学習内容を再構築する自己内対話を稜み重ねてい

く過程で培われていくと考える。

本研究では、思考の過程を振り返ることで、結果の

正誤に関係なく、数学を経験できる場が失敗も経験で

きる場となり 、試行錯誤をして学習者が自らを教育で

きる機会を得ることになると考える。

そこで、 「解決で得られた結果からどのようなこと

が言えるのか」、「どのような考え方が使われたのか」、

「どのようにして考えて問題が解決できたのか」、「ど

のようなことを学習したのか」等の学習過程を振り返

る活動を取り入れて指海することは、「数学的な見方 ・

考え方」を働かせながら、確認させたり、学習内容を

定着させたりするために有効な学習であると考える。

そこで、本研究では振り返る活動を次のように整理

しt-~ o 

① 学びを振り返る活動

単元や学習内容のまとまりにおいて、学習の成果を

パフォーマンス課題（探究課題）を通して、その成果を

生徒間で共有し、自他の学びを振り返る。

② 解決の過程を振り返る活動

問題解決の過程を振り返って、方法を取り出しまと

めたり、見いだした事柄を既有の知識と結びつけ、

概念を広げたり深めたりする。

③ 結果を振り返る活動

解決過程で得られた結果を振り返って、元の事象に

戻しその意味を考えたり批判的に検討したりする。

以上の①～③の振り返る活動を通して、 「数学的な

見方 ・考え方」を働かせ、その「見方 ・考え方」を他

の問題解決に適用させて、活用の仕方を身につけるこ

とができる。また、自他の「見方 ・考え方」を振り返

ることで、知識や技能を定着させることができ、新た

な「見方 ・考え方」を見いだしたり、改めたりするこ

とができ、自 らの学習について振り返ることで主体的

に学ぶ態度がはぐくまれると考える。 さらには、 学ぴ

の過程を振り返ることで、新たな問いを見いだし、そ

の問いを他者と交流しながら、共有したり、解決した

りすることで、深い学びにつながると考える。

(3) 振り返りを重視した数学的活動の位置付け

本研究では、数学的活動として捉える問題発見 ・解

決の過程（図 1)における Dl、D2の過程を、特に大切に

して、振り返りを重視した授業実践や取組を行う。

ア日常の事象や社会の事象を数理的に捉え、数学的に

表現・処理し、問題を解決したり、解決の過程や結

果を振り返って考察したりする活動

Dl 解決の過程を振り返り、得られた結果を意味づけ

たり、活用したりする過程（活動）

0得られた結果を元の事象に戻しその意味を考える。

〇様々な事象に活用する。

イ数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解

決したり、解決の過程や結果を振り返って総合的 ・

発展的に考察したりする活動

D2 解決の過程を振り返るなどして概念を形成する

過程（活動）

0 「数学的な見方・考え方」のよさを見いだす。

0得られた結果をもとに批判的に検討する。

〇見いだした事柄を既習の知識と結びつけ、概念を

広げたり深めたりする。

0統合的 • 発展的に考える。

3 学習評価の充実

(1) 「パフォーマンス課題（探究課題）と評価」

これからの学習評価では、以前の学びからどのよう

に成長しているか、主体的な学びになっているか、よ

り深い学びに向かっているかなど、学習活動と連動し

た形成的評価がこれまで以上に重要になってくる。そ

のため、学習プロセスや評価プロセスを可視化して、

生徒自身が学びを実感したり、教師と生徒が学びの股

歴を共有したりすることが求められる。また、これか

らの社会で求められるのは、「理解していること ・でき

ることをどう使うか」であることから、真正性のある

学びと評価を積極的に取り入れることが求められる。

さらに、西岡(2016)は、パフォーマンス課題とは、様々

な知識やスキルを統合して使いこなすことを求めるよ

うな、 複雑な課題で単元における本質的な問いについ

ての深い理解を目指す課題としており、資質 ・能力の

育成を目指すための有効な手立てだと考えられる(8)。
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そこで、本校数学科では、前次研究の課題を踏まえ、 他者評価を取り入れながら、単元で身に付けた賓質 ・

単元末に探究活動としてのパフォーマンス課題を設定 能力や「数学的な見方 ・考え方」を見とるための評価

し、単元で身に付けた資質 ・能力や 「数学的な見方 ・ を行う。

考え方」を見とるための評価を行う。

4 共通実践

(2) 「ルーブリックによる評価」 (1) 毎時間の振り返り（ワークシー ト）

パフォーマンス課題の評価を行う際には、ループリ 得られた結果の分析、解決の過程〇テ法）の見直し、新

ックを作成することが重要である。ループリックを作 たな問いなど視点をもとに授業を振り返り、「数学的見

成することによって、目指す生徒像が明確になり、単 方 ・考え方」を深める。

元設計や授業設計においてその生徒像を具現化してい

くことができる、 これは、ウィギンズ(G.Wiggins)とマ

クタイ (J.McTighe)の主張する「逆向き設計」の発想に

よるものであり、カリキュラムにパフォーマンス課題

を位四付ける指針を与える理論である。「逆向き設計」

論では、単元設計を行う際に、「求められている結果（目

標）」「承認できる証拠（評価方法）」「学習経験と指導（授

業の進め方）」の三位一体のものとして考えることが提

唱されている(9)0

そこで、本校数学科では、パフォーマンス課題を提

示する際に、ループリックも提示し、自己評価や

5 研究構想図

●数学科における目指す資質 ・能力の育成

■目指す生徒像

(2) パフォーマンス課題（探究課題）

問題解決の過程を振り返る場面や学習内容を統合 ・

発展させる場面では、パフォーマンス課題に取り組ま

せ、「数学的な見方 ・考え方」を深める。

(3) 誤答レポート

定期テスト返却時には、誤答レポートに取り組ませ、

知識・技能の再構築や誤答分析を行うことで、「数学的

な見方 ・考え方」を深める。

合
主体的 ・対話的で深い学び（アクティプ ・ラーニングの視点）

介
学びにつなぐ「数学的な見方 ・考え方」を働かせる

［数学的な見方】・・・ 事象の特徴や本質を捉える見方

【数学的な考え方】・・・ 事象を論理的， 統合的 • 発展的に考えるカ

「数学的な見方・考え方」

を働かせながら，数学的活

動を充実させる。

振り返りを重視した数学

的活動を通して、 「数学的

な見方・考え方」を広げる。

振り返りを重視した数学的活動と学習評価

①学びを振り返る活動と評価 ②解決の過程を振り返る活動と評価 ③結果を振り返る活動と評価

共通実践 ．．． 授業（単元）の振り返り（ワークシート）、パフォーマンス課題（探究課題）、誤答レポート

- 32 -



IV 授業実践

1 2学年実践事例 「一次関数」

(1) 主題名 『交差するモノレールの写真を撮ろう』

(2) 単元で育成したい資質・能力

関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相

互に関連付けて考察するカ

(3) 単元における数学的な見方・考え方

事象の中にある数品関係を見いだし、既習の関数と

仮定して捉え、形式的に処理し、溝かれた結果を事象

に照らし合わせて解釈することなどから統合的•発展

的に考える。

(4) 本実践の目的

本時の授業は、平成30年度全国学力状況調査でダイ

ャグラムの問題を参考に教材化した授業である。平成

30年度全国学力状況調査でダイヤグラムの問題の調

査結果から「x軸方向の距離が列車の通過時間の間隔

だとみなせていない」という課題や「事象を数学的に

解釈し、問題解決の方法を数学的に説明する」ことに

課題があげられた。それらの課題を踏まえ、グラフが

幾つも並んだり、軍なるようなグラフ（ダイヤグラム）

を実際に作成させ、グラフの意味を考えさせることで、

これらの課題解決を図ることを目的としている。

本時では、その出題の趣旨に合わせて一次関数とみ

なす活動を通して、事象を数学的に捉え、既習と結び

付：ナて考えを説明させる。

本教材は、沖縄都市モノレール（通称ゆいレール）を題

材として扱う。上り線と下り線の車両の動きを一次関

数とみなし直線に表し、どのように交差していくのか

を実際の時刻表をもとに、グラフをかいて考察するこ

とをねらいとしている。車両の動く様子を一次関数と

みなす活動として取り入れ、グラフに表していく。一

次関数とみなしたそのグラフの持つ意味を捉え、何回

交差するのかを求める。結果を求めることだけでなく、

解決過程を振り返り、得られた結果を意味づけたり、

活用したりすることなども意識させたい。これは、数

(5) 単元の指導計画（全19時間）

• 第 1 節 一次関数

1項 一次関数の意味(2時間）

2項変化の割合(1時間）

3項一次閑数のグラフ(4時間）

4項 一次関数を求める(2時間）

• 第 2 節一次関数と方程式

1項 二元一次方程式のグラフ(3時間）

2項連立方程式とグラフ(1時間）

• 第 3 節 一次関数の利用

1項 一次関数とみなすこと(2時間）

2項一次関数と図形(1時問）

3項 一次関数の利用(1時間）

・パフォーマンス課題(1時間）

「写真撮影ができるウォーキングの計画を立てよ う」

・単元テスト(1時問）

(6) 単元における「振り返る」学習活動とその評価

① 学びを振り返る活動とその評価

パフォーマンス課題では、 「ウォーキングして車両

が交差する瞬問を撮る計画を立てる」という課題を設

定する。B基準として、 「2つの車両のグラフ（ダイヤグ

ラム）を作成している。グラフをもとにして、ケンタさ

んの写真撮影の計画が書かれている。すれ違う時刻や

場所が計画として害かれている。」などのループリッ

クを作成し、生徒の学びを見とる。

② 結果を振り返る活動とその評価

パフォーマンス課題では、ウォーキング計画をダイ

ャグラムで表し、そこで得られた結果を実現可能かど

うかモノレールの車両を一次関数とみなした結果であ

るということなどを批判的に考察する記述を見とる。

③ 過程を振り返る活動とその評価

本時の学習内容の振り返りや次時の学習へつなぐ活

動として、授業後には学習した結果から新たに気づい

たことやわかったこと、疑問に感じたことなどをワー

クシートにまとめさせ、その記述内容から単元で育成

したい資例 ・能力を見とる。

学の解決過程の左側のサイクルを回すことを想定した (7) 実践内容

取り組みとなっている。 ① 本時のねらい

ゆいレールの交差する事象について、時間と速さの

関係に着目して表現する活動を通して、事象を一次閑
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数と見なしダイヤグラムで問題解決することができる。

② 本時のポイント

本時は、実際に公開されているゆいレールの時刻表

をもとに問題解決を図っていく題材である。解決方法

を提案させ、グラフをもとに解決するという見通しを

立てる（グラフ解決への焦点化）。

それぞれの出発駅の時刻表から作られたグラフを重

ね合わせることで、その交点が交差するというイメー

ジとつなげる。終末には、これまでの学習過程を振り

返り、交点の座標からおよその時間や道のりを読み取

れることを引き出す。また、最後に実際に撮影した動

画をもとに結果の検証を行う場面を設定する。

③ 本時の学習課題

「グラフを使って車両の交差する回数を求めよう！」

④ 振り返りを重視した数学的活動の実践

沖縄都市モノレール（通称ゆいレール）の題材をもと

に以下の問題を提示した。

【問題】

写真撮影が趣味のケンタさんは、おもろまち駅から首里

⑤ 実践の考察

(7) 生徒の学習の評価

本時の評価基準は、「一次関数の関係をグラフを用い

て表現し、処理することができる」であった。ワーク

シー トの記述や机問指導から生徒の学習状況を見ると、

ほとんどの生徒が、既習事項を振り返りながらダイヤ

グラムを作成し、学習課題を解決することができた。

授業後の振り返りでは、グラフの交点について「同

じ時間に同じ場所にいるのですれ違いと言える」や「現

実で考えるとまた違う所もあると思うので、実際に検

証してみたい」などの記述があり、グラフの交点が意

味することを理解し、その有用性を感じるとともに、

時間の制約(8時~9時）を現実事象に戻して回数を確認

したり、理想化 ・単純化されたグラフを批判的に捉え

検証する姿が見られた。 この姿は単元計画の一次関数

の利用（富士山の八合目の気温を求める）で学習したこ

とを活用したものと考えられる。

（イ） 授業デザインの振り返り

日常生活の事象をうまく 問題として設定することが

駅までの区間を走るモノレールの車両がすれ違う写真を できた。一方、ダイヤグラムを使った解決の方法に焦

撮影したいと考えています。日曜朝 8時~9時の間で写 点化したが、教師による手立てが多くなってしまった。

真撮影するチャンスが何回ぐらいあるのか知りたいと 時刻表だけを渡してどのように解決するのかを生徒に

き、何を調べればよいでしょうか。

生徒から必要だとされる情報をあげさせて、ゆいレ

まかせてもよかった。また、グラフからすれ違いの回

数を求める課題であったが、何時何分にどこの地点で

ール会社のホームページ上の情報を調べて提示した。 すれ違うのかを考えている生徒もいたため、そこまで

そのあと以下のことを振り返り、グラフをかくことで 問うような流れをつくることもできたと考えられる。

の解決へとつなげた。 （ウ） 実践を踏まえた授業の改善点

・移動距離や速さに関する問題で、視党的に分かりやす 授業デザインの振り返りを踏まえ、別のクラスで同

いのはグラフだった。→ 車両の動きをグラフで表す。 じ題材で授業を行った。グラフにこだわらずに自由に

・車両は止まったり、加速したりしているが、事象を理 解決させることで、深く考えている様子が見られ、多

想化、単純化して考えると既習の数学が使えることもあ 様な解決で試みる姿がとても印象的であった。ダイヤ

る。→ 車両の速さが一定で動いていると考える。

（一次関数とみなす）

グラフで解決を図ったあとに、本当にその回数分すれ

違うのかを動画でその結果の検証した。（数学の問題発

見 ・解決の過程のDI)

グラフをかいた後に交点をすれ違う所だということが

視党的に分かるが、その根拠を説明させたり、グラフ

の形状のような交差ではないということなどのすれ違

い方の再確認を行った。

グラムを使った解決の方法に焦点化された場合とは違

った生徒の主体的な学びを実感した。当初は、ダイヤ

グラムの概念は生徒から出てこないという想定があっ

たが、実際に問姪解決の中で、グラフを利用して解決

を試みる生徒の姿が見られた。

以上のことを踏まえると、単元計画の新たな提案が

できる。本時の授業では、すれ違いの回数を自由に求

めさせ、それぞれの多様な解決をもとにダイヤグラム

の有用性を確認して取り上げる。そして、次の時間で

ダイヤグラムを使って時刻や地点を求める問題へとつ

なげる単元計画が有効だと考えられる。
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2 3学年実践事例 「2次方程式・相似な固形」

(1) 主題名 『白銀比と黄金比について探究しよう』

(2) 単元で育成したい資質・能力

・文字を用いて数祉の関係を考察する力（数と式）

・図形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量

について論理的に考察し表現する力（図形）

(3) 単元における数学的な見方・考え方

・式に表現して形式的に処理するとともに、論理的に

考える。 （数と式）

・事象を「形」「大きさ」に着目して捉え、直感的に操

作したり、論理的に推論したりするとともに、統合的 ・

発展的に考える。（図形）

(4) 本実践の目的

本教材は、2次方程式と相似な図形の学習を統合し、

身近なものに潜んでいる数理を探究していくことをね

らいとしている。本単元「白銀比と黄金比」では、 2

次方程式や図形の相似の活用場面として、身近にある

さまざまな紙や本を長方形と捉え、その縦と横の長さ

の比に着目することで「白銀比」について理解し、ま

た、新書判や名刺など黄金長方形の縦と横の長さの比

に着目することで「黄金比」について理解できるよう

にする。さらに「白銀比や黄金比」をもつ図形を考察

する過程でフラクタルな性質や黄金比と数学の美しさ、

神秘さを学ぴ、人類の文化とも深く関わっていること

を感じることができる。

本時では、「正五角形（星型五角形）に潜む黄金比を見

つけよう」という学習課題を提示し、実際に、操作活

動を通して、正五角形に対角線を引くことで星型五角

形になることに気づかせ、星型正五角形の中にある相

似な図形に行目させることで黄金比を見いだす。その

後、見いだした相似な図形に着目させ、実際に黄金比

になることを確かめ、説明する活動を通して、論理的

に考察し表現する場面につなげていきたい。また、前

時までの内容（黄金三角形など）との関連から本時の学

習課題を振り返る活動を取り入れ、新たな発見や問い

が生まれるように工夫し、 統合的 • 発展的に考察する

力を養っていきたい。

(5) 単元の指導計画（全 5時間）

• 第 1時白銀 比

学習課題 ：「コピー用紙の大きさを探ろう。」

• 第 2 時黄金比①（黄金長方形）

学習課題 ：「図書カードの大きさを探ろう。」

• 第 3 時黄金比②（頂角が 36°の二等辺三角形）

学習課題 ：「頂角が 36°の二等辺三角形の中に黄金

比を見つけよう。」

• 第 4 時黄金比③（正五角形 ・ 星型五角形）

学習課題 ：「正五角形の中に黄金比を見つけよう。」

・バフォーマンス課題(1時間）

探究課題：「正五角形の合格絵馬をつくろう。」

(6) 単元における「振り返る」学習活動とその評価

① 学びを振り返る活動とその評価

単元で学んだ内容の理解や自己の学びを振り返る活

動として、パフォーマンス課題に取り組ませ、単元で

育成したい賓質・能力（思考カ ・判断カ・表現力等）

や単元における「数学的な見方 ・考え方」を見とる。

② 過程を振り返る活動とその評価

日常の授業やパフォーマンス課題では、問題解決の

方法やそのときに活用した数学的な見方 ・考え方につ

いて振り返ったり、それらをもとにさらに探究したり

する活動を取り入れ、ワークシートやパフォーマンス

の記述内容から、単元における「数学的な見方 ・考え

方」を見とる。

③ 結果を振り返る活動とその評価

本時の学習内容の振り返りや次時の学習へつなぐ活

動として、授業後には学習した結果から新たに気づい

たことやわかったこと、疑問に感じたことなどをワー

クシートにまとめさせ、その記述内容から単元で育成

したい賓質 ・能力を見とる。

(7) 実践内容

① 本時のねらい

正五角形儘型正五角形）に潜む相似な図形をもとに、

黄金比の関係を見いだすことができる。

② 本時のポイント

本単元で育成したい資質や能力の育成を目指すため、

操作活動を通して、正五角形に潜む相似な図形から黄

金比を見いだし、実際に黄金比であることを論理的に

考察する活動を取り入れる。また、既習事項と本時の

学習内容を統合的 •発展的に考察する場面を位置づけ、

得られた結果から新たな発見や問いを生み出す活動を

取り入れる。
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③ 本時の学習課題

「正五角形に隠された黄金比の関係を見つけよう。」

④ 振り返りを重視した数学的活動の実践

本時は、前時の学ぴ（頂角が 36°の二等辺三角形から

黄金比を見いだすこと）を踏まえ、さらに発展的に考え

させるため、次の探究課題を提示した。

【課題】「正五角形の中に潜む黄金比

誓［喜［〗／三活動では、正五角形にいくつかの対角線を引き、角

度に着目することで、前時の学習を振り返り、頂角が

36° の二等辺三角形をもとに黄金比を見いだす生徒や

相似な図形をもとに比例式を立て黄金比を見いだす生

徒など 2つの方法で黄金比を探っていた。ペアや他者

との交流を通してそれぞれの考えを共有させた。

全体で、正五角形の 1辺と対角線の長さの比が黄金

比になることを確認した後、「他にも黄金比になりそう

な辺の比はあるのだろうか。」

と問い、新たな視点を与えた。

すると、右の図のような星型五
fl 

A
 

E
 

角形から AF:FJや AB:BG 

など頂角が36°の二等辺三角形 C U 

と相似な図形をもとに黄金比を見いだす生徒が多く見

られた。さらに学びを深めるため、頂角が 36°の二等

辺三角形ではない三角形（△ABF)に沿目させ、「ABと

BFの辺の比は黄金比になるのだろうか。」と問い、こ

れまでの学習を振り返り、相似な図形をもとに根拠と

なる理由を考えさせたが、黄金比になることを見いだ

すことができず、戸惑っている生徒が多く見られた。

終末には、本時の黄金比を見つけ出す活動を振り返

り、気づいたことやわかったことをまとめさせた。

「正五角形に対角線をひくことで、星型五角形ができ、

ほとんどの三角形の辺の比が黄金比になることや頂角

が36°の二等辺三角形や頂角が108°の二等辺三角形債t

金三角形）を見つけ出すことができる」という記述が見

られ、課題ついて深く理解している様子が見られた。

⑤ 実践の考察

(7) 生徒の学習の評価

本時の評価基準は、 「相似な図形や頂角が 36°の二等

辺三角形などに着目し、見いだした辺の比が黄金比の

閲係になることを論理的に説明することができる」で

あった。ワークシートの記述や机間指導から生徒の学

習状況を見ると、 ほとんどの生徒が、正五角形（星型正

五角形）に潜む黄金比を見つけ出し、黄金比の関係にな

ることを既習事項を振り返り ながら説明することがで

きていた。

授業後の振り返りでは、「正五角形に対角線をひくこ

とで、頂角が 36°の二等辺三角形を見つけ、前回の授

業の考えを使って黄金比を見つけることができた」や

「相似な図形を利用した求め方を使うと、黄金比にな

ることを説明することができた」などの意見が見られ、

前時の学びとのつながりを実感できた。

（イ） 授業デザインの振り返り

正五角形に潜む黄金比を見いだし説明する活動にお

いては、ほとんどの生徒が頂角が 36°の二等辺三角形

に舒目して黄金比の関係になることを説明していたた

め、授業後半では期待する解を想定し、相似な図形を

もとにそれらの辺の比の関係から黄金比の関係になる

ことを説明させたかったが、考えを引き出すことがで

きず課題の残る授業となった。

また、黄金比を見いだす際に基準となる辺を生徒に

設定させたことで、最初は戸惑っていた生徒が見られ

たが、逆に自分で設定できることで、「どの三角形にお

いても、短い辺を1とおくことで比の値が求めやすく

なり、いくつも黄金比を見つけることができた」など

比で表すことのよさを実感した生徒も多く見られた。

（り） 実践を踏まえた授業の改善点

本単元の計画（カリキュラム）を考える際には、頂角が

36° の二等辺三角形の性質を踏まえた上で、本時の課題

に取り組ませることで、学びのつながりを実感できる

と考えていた。しかし、実際の生徒の活動を見ると、

正五角形の中に頂角が 36°の二等辺三角形を見つけだ

すことに終始していたように感じた。逆に、正五角形

に潜む黄金比を見いだす活動を通して、頂角が 36°の

二等辺三角形や頂角が108°の二等辺三角形の辺の比に

黄金比の関係があることを導き出すことで、黄金比に

ついての理解が深まり、よりよい学びになったと実感

できた。
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v 成果と課題

1 今年度の成果

本研究は3年次（発展期）にあたり、学びにつなぐ「数

学的見方 ・考え方」を深めるために、振り返りを重視

した 3つの数学的活動を共通実践し、それらの活動の

評価をもとに成果と課題の考察を行う。

(1) 毎時間の振り返りの記述

毎時間の授業後には、学習して得られた結果や解決

の過程、新たな問いについて自分の考えをまとめるな

どの振り返りを行った。下の生徒Nの振り返りのよう

に、本時の結果からわかったことや身についたことな

どの知識 ・技能の習得に関わる内容だけでなく、どの

ような考え方が使えるのか、既習事項とどのようなっ

ながりがあるのかなど「数学的な見方 ・考え方」を用

いた結果の考察や解決の過程（方法）を記述する生徒が

多く見られるようになった。また、学習したことから

新たな性質に気づいたり、他の場面の活用を見いだし

たりするなど問いをもつ生徒も見られるようになった。

［生徒Nの振り返り 】

正五角形に隠れた黄金比を見つけ出す活動を通し

て、三角形や長方形以外にも黄金比が成り立つ形が

あることを初めて知りました。 対角線をひくこと

で、黄金比が成り立つ三角形が限りなく見つけられ

ナごいと思いました。正六角形についても試してみ

ましたが、黄金比が成り立たなかったので他にも黄

金比をもつ図形があるのか疑問に思いました。

バフォーマンス110•償會"'

『正五角形の合格絵馬を作ろう！！』

3年ー一―.. 、.. l 
＊さくらさんは．漏校曼繊が紐Jf4111しては鳥を1くことにし拿した．曾つか（なので.a作のは鳥を作，）／

たいと疇え． 「合樗9こか"て暮五＇爵 Vllltt惰員を＂ることにし孔 ,,.しかし， 9えにあるコンパスと定規

だ,,でば．正五角患の""'がでさZ曾んでした.tこで.z五負＂に 貴會比があらことを字んだ詈さんも

-IIになって．コンパスと寛鳩fillflt?tこfl[五角gの作薗の方lilf亀えてみ言しょう．

ー

‘‘,' 
ィ

.,.., 如

0年~l!l竺 1

¥ I [::.・ 烹，:::,こ：；？サ

J
了・一

で

む

紅

．

9
C
-
7
 

“

コ
・
庫

・5
)

`

．5

し`；丑
＿
9

[

悶

m
a
,
Gわ

｀
ー
ュ
．
，

t

.

＂ふ

ニ
云
'ぷ

乎
5

i

し
こ
ご
”
t
c
“
`

配
―

.
“
ぃ

j

7

.

”
＃
已
土
“
ご
か
れ
、

inl:
；芹＂心い

ト

.
“
2
t

"

c

.
々

1

9

,

 

1

9

6

 

t
卜

1
r
L

“ぷ＂；．に
J
な

―

c≫
`
 

T
 

ヽ
っ
ょ
こ

r
L
o

噌

？
．
 

3

.

｀
 

の'
P

（
忍

炉

'

]

9

、
2*‘

、

.

T~i 
・重綬ル・liT<,,ヽ....~ ビ・てが',/!゚
... , ... nnヽヽ.. ぼ~q,r彎·，會

げ·~こヽ.Hヽ" , ..'t,t';, , ...... 
I.! lt<<K. →△叩咲i

ー. - J 
， ・ゞ
だ引角111 ~ 咤成！！

図2パフォーマンス課題（表面）

(2) パフォーマンス課題（探究課題）

昨年度同様に、今年度も各単元末にパフォーマンス

課題（探究課題）を取り入れた。パフォーマンス課題では、

、「数学的な見方 ・考え方」を働かせながら、知識 ・技

能を習得したり、習得した知識・技能を活用して探究

したりするなど問題解決の過程や結果について、既習

事項を振り返り試行錯誤して考える姿が見られた。

また、生徒質問紙において、 「パフォーマンス課題に

取り組むことで、どのような力が身につきましたか」

と問うと、多くの生徒が「学習したことを活用する力」、

「多角的な視点や考え方」、「論理的に説明する力」な

ど「数学的な見方 ・考え方」の深まりが見られた。ま

た、「応用力」、「考える力」、「まとめる力」など思考カ ・

判断カ ・表現力等の賓質 ・能力の高まりも見られた。

そ戸竺已::

図3パフォーマンス課題（裏面）
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(3) 誤答レポー ト

定期テス ト後には、振り返りとして誤答レポートに

取り組ませた。今年度は、全学年統一 して課題の見ら

れる 3問（教師が提示する問題）と各自の誤答 2問（生徒

が誤答の中から選択）の計5問を取り上げ、①タイ トル、

②解き直し、③教訓（数学的な見方 ・考え方）の 3つの視

点について記述させた。回数を重ねるごとに、レポー

トの内容に深まりが見られ、特に教訓については、「相

似な図形を取り出した図を書き、図に長さや角度を記

入して対応する辺や角を見つけやすくする」、「補助線

をひいて、基本図形である三角形に分ける」、「証明で

は図形の性質などの根拠をはっきりさせ、相手にも伝

わるように書く」など有効な方法や考え方などの記述

が見られた。また、誤答レポー トの振り返り では、下

の生徒Tのように、振り返りを行うことの良さについ

て記述している生徒が多く見られた。

【生徒Tの振り返り 】

振り返ることで、 自分の苦手な分野や理解が不十分

だった内容がわかり 、とてもためになった。もう一

度、振り返ることで、なぜそうなったのか方法や考

え方がわかり、自力で解けるようになった。

2 今年度の課題

(1) 「数学的な見方・考え方」の見とりについて

パフォーマンス課題では、ループリックによる評価

を行ってきたが、教師が設定したルーブリックが生徒

の実態に即していたのか課題が残る。ルーブリックの

作成については、評価規準を参考にしたり、アンカー

作品をもとに設定した。しかし、課題の内容によって、

生徒が働かせた「数学的な見方 ・考え方」が意図した

ものになっていなかったり、基準を超えていたりする

ことなどから、随時ルーブリックの基準（記述内容）を見

直し、生徒とともに設定していく必要があったと考え

る。また、授業の振り返りの記述から生徒の「数学的

な見方 ・考え方」をどのように見とっていくべきか、

今後の課題である。

(2) 目指す資質・能力の育成について

昨年度の課題を踏まえ、目指す賓質 ・能力に関する

評価の方法を見直し、定期テス トでは知識・ 技能を中

心に、パフォーマンス課題では、思考カ・判断カ ・表

現力等の能力を見とり 、一定の成果が得られた。一方、

学びに向かう力や態度等の見とりについては、授業の

振り返りや課題への取組等を中心に行ってきたいが、

生徒の学び（主体的・対話的で深い学ぴ）や次の学ぴに向

かう態度（新たな問い）を十分に評価に反映させること

ができていなかった。

(3) 目指す生徒像について

授業の振り返りやパフォーマンス課題等をもとに振

り返りを意識させることで、知識 ・技能や「見方 ・考

え方」を働かせながら考えを整理しまとめることがで

きるようになってきたが、生徒質問紙調査の結果から、

依然として自分の考えを他の人に説明することを苦手

としている生徒が多く見られる(58%)。今後の授業にお

いても、自分の考えを他者に説明する活動を取り入れ、

論理的に考え説明する力を高めていきたい。

3 次年度への展望

次年度も引き続き、学習評価の充実を目指した実践

研究を進めていきたい。具体的には、「学ぴに向かうカ

や態度」の育成に重点を置き、生徒が学びを自党し、

自己認識できるようなメタ認知力を一罰はぐくんでい

きたい。そのためには、新たなパフォーマンス評価（学

びの履歴や教師と生徒の対話による相互評価など）を

取り入れてみたい。また、思考力等の資質 ・能力を見

とる評価の方法も一陪工夫・改善し、探究活動を中心

に見とりを行っていきたい。
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